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第３回平塚市地域福祉計画策定委員会 

第３回平塚市地域福祉活動計画策定委員会 

 

日時：平成３１年２月４日（月） １４時００分 ～ １７時００分 

場所：平塚市役所 ３階 ３０２会議室（災害対策本部室） 

出欠：欠席１名（久保委員） 

 

要録： 

（福祉部長あいさつ） 

〇 昨年１１月に実施したパブリックコメントの結果を踏まえ、平塚市地域福

祉リーディングプランの素案を作成した。 

〇 パブリックコメントについては、９人から計２６件のご意見をいただいた

ところ。 

〇 本日の委員会では、パブリックコメントで寄せられたご意見の概要と本市

の考え方、計画策定後の進行管理体制などについてもお示しする。そして、

皆さまのご意見を踏まえて完成を目指していく所存。何とぞ忌憚のないご意

見をよろしくお願いする。 

 

 

議事： 

（１）パブリックコメント結果概要について ・・ 資料１ 

（事務局） 

〇 昨年１１月末から１か月間実施したところ、９人から計２６件のご意見を

いただいた。意見ごとに、本市の考え方と修正の有無を記載している。最終

的な公開対象は、太枠の中のみとなる。 

〇 今回のパブリックコメントにおいて最も関心が高かったのは「終活」への

支援に関する部分であり、さまざまなご意見をいただいた。 

〇 計画書等の修正を行わない意見についても、施策事業の展開の中で対応し

ていく。 

 

（質疑応答・意見交換） 

特になし。 
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（２）平塚市地域福祉リーディングプランについて ・・ 資料４、参考資料

（事前配付資料） 

（事務局） 

〇 パブリックコメント等を踏まえ、資料４のとおり計画書の修正を行った。 

〇 本日配付した計画書３９ページの修正及び６５ページの修正は、時点の修

正を行うもの。その他、名称の変更や表記の変更等を行った。 

〇 資料４に記載した箇所以外にも、例えば別冊２５ページのコラムのように、

今回新たに作成したページがある。コラムは、本編を補足する趣旨で、別冊

に数か所追加した。 

 

（質疑応答・意見交換） 

★ 委員：５つの計画を一つにまとめており、庁内での情報共有ができて良か

った。 

★ 委員：資料４と計画書の記載で異なる部分がある。修正すべき。 

→ 事務局：資料４が正しいため修正する。 

★ 委員：別冊１３３ページの成年後見制度のコラムについて、書き出し部分

と中身の順番がわかりづらいため、説明文の表記を検討してほしい。 

 → 事務局：説明文の順番を変更する。 

★ 委員：地域医療福祉拠点構想について、タウンニュースに記事が掲載され

ていた。計画書の７８ページから７９ページに記載されているが、

もう少し深く触れることは可能か。 

 → 事務局：書き方そのものはこれ以上の踏み込みが可能かどうか検討する

が、いずれにしても庁内に本事業の検討会議を開催するなど、

掲載事業の進捗状況のチェック体制を設けることとしている。 

★ 委員：資料１の通番５について、障がい者への理解を深める取組みに、子

どもだけでなく保護者も参加することが、障がい理解につながると

感じる。障がい当事者との交流を通じ、人を思いやる気持ちを醸成

するよう取り組んでいただきたい。 

★ 委員：パブリックコメントの結果から、成年後見制度への市民の関心が高

まっていることがわかる。しかし、成年後見利用支援センターやひ

らつかあんしんセンターへ相談予約をする際に、２～３か月先とな

ってしまったことがある。１～２週間程度で予約が取れる体制とし

て欲しい。 

→ 事務局：「成年後見利用支援センター」については、一般的な相談であれ

ば、センター職員が随時受け付けている。弁護士等への専門相

談についても、１か月後程度で予約が取れる体制となっている。
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他方で「ひらつかあんしんセンター」に関しては契約件数が増

加しており、お待たせしている実態はある。遅れを取り戻せる

ようにしたい。 

★ 委員：計画書１７ページに想定人口推移の記載があるが、想定には大神エ

リアの開発も見込まれているか。 

 → 事務局：人口の記述は庁内で統一するため、市の総合計画を引用してい

る。その中では大神エリアの開発も見込んでいる。 

★ 委員：高齢者が増加しているが、ゆめクラブの会員数は減少している。計

画書２２ページのコラムのような紹介があるのはありがたい。 

★ 委員：ゆめクラブ同様、自治会の加入率も低下しているため、地域活動が

住民に伝わっていない。広報ひらつかや地域の掲示板を活用して広

く住民へ周知することを、計画書に記載できるとよい。 

★ 委員：計画書３７ページ及び５２ページのコラム番号が重複しているので

修正すべき。また、８６ページ以降の説明をお願いする。 

 → 事務局：８６ページ以降のコラムは、計画書本文に溶け込ませていない

状態のもの。今後コラムとしての体裁を整え、通番を振る予定。 

★ 委員：計画書７６ページの終活について、民生委員活動時に直面する機会

も多く、事業として取り上げられておりよかった。一方で終活には、

住居やお墓の処分といった大きな手続きを、高齢者自身が行わなけ

ればならない現状もあることから、検討の段階で気軽に相談できる

窓口があるとよい。 

 

質疑応答・意見交換後に、船水委員長から策定委員会としてリーディングプラ

ンの案について了承を図る動議があり、満場一致で承認された。 

 

 

（３）今後のスケジュールについて ・・ 資料２ 

（４）策定後の推進体制、進行管理体制について ・・ 資料３ 

（事務局） 

〇 ２０１９年度は、現行計画の進行管理期間であり、並行してリーディング

プランの進行管理準備を進めていく。 

〇 リーディングプラン策定後は、計画の「作りっぱなし」を避けるため、計

画の推進体制、進行管理体制を敷く。 

〇 計画書１７８ページに、進行管理・推進体制のイメージ図を掲載した。 
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（質疑応答・意見交換） 

★ 委員：リーディングプランの進捗管理について、どのように市民が確認で

きるようにするのか。 

→ 事務局：進行管理を司る地域福祉懇話会は公開会議であるため、傍聴す

ることが可能。また、同懇話会の資料として、進行管理のとり

まとめをホームページ上で公開する予定。 

★ 委員：市民向けの配布体制及びそのスケジュールはどのようになっている

か。 

→ 事務局：４月以降、策定委員へ送付するほか、一般市民向けには公民館

などパブリックコメント冊子を配架した施設に送付することで

対応する。冊子本体を希望する場合には有償となるが、電子デ

ータはホームページで無料公開する。 

★ 委員：市民の目に一番触れるのは広報ひらつかである。紙面にリーディン

グプランの一部を掲載する等、広報を活用してほしい。 

 

 

（５）意見交換 

 各委員から、リーディングプランの策定に関する自由意見をいただいた。 

 

★ 委員：高村エリアで進めようとしている高齢者対策を、全ての世帯に活用

できるとよい。地域の活動が停滞していることが課題である。 

★ 委員：地域の現状を知ることができた。県としてもバックアップしていき

たい。 

★ 委員：リーディングプランのボリュームに圧倒された。記載した内容を実

行できるかどうか不安であるが、地域からの相談がたらい回しとな

らないよう対応していきたい。 

★ 委員：リーディングプランの分量に驚いた。自殺対策に関わる中で、事業

者から冊子を事業所に置きたいという申し出があった。今後も、ゲ

ートキーパーをより多くの人へ広めていきたい。 

★ 委員：成年後見制度については、「わかりづらい」という意見を他の懇話会

でも聞くため、普及啓発が課題である。終活と関連させるなど、市

民に身近に感じてもらえる方法でアプローチする必要がある。 

★ 委員：計画書の概要版についてはどうなっているか。 

 → 事務局：概要版も作成予定。周知・啓発に活用する。 

★ 委員：平塚市の自治会加入率が平均約７２％ということであるが、加入率

の高さは県内でも上位である。介護保険の制度が創設され、老人会
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が縮小しているが、今後は自治会も運営難になっていく。市民一人

ひとりができることを考えていかなければならない。 

★ 委員：リーディングプランは膨大な量であった。支援にあたっては、本当

に助けを必要とする人ほど見えてこないという課題がある。自治会

に参加していない人こそ困っているかもしれない。また、ボランテ

ィアではなくプロフェッショナルに相談したい人が多いと思う。相

談することへの恥ずかしさや抵抗を抱えている人もいると思う。相

談窓口のマップ等を作成してほしい。 

 → 事務局：自殺対策の事業として相談窓口の一覧を作成しており、市内全

ての小中学校にも配布しているが、より広く周知できるよう、

さらなる配布場所を検討する。 

★ 委員：支援を必要とする子どもは、公共機関を訪れることはないと思う。

民間事業所を加える等、配布場所を検討してほしい。 

★ 委員：今までの計画書では高齢者対策が中心であったため、縦割りであっ

たさまざまな制度に横軸を通すことができてよかった。子どもを通

して大人が変わるという効果も期待できるため、教育機関を関係づ

けた点もよい。進捗管理については、事業の推進が不十分な事業だ

けでなく、順調であった場合にはうまく進捗した理由等をコメント

として残せるとよい。 

★ 委員：障がい児の家族として、当事者及びその家族も、やってもらうとい

った意識を変え、自分ができることを考えなければならないと改め

て感じた。 

★ 委員：障がい者団体はそれぞれにおいて、自団体のエゴが出てしまうこと

があるが、策定委員会において他の委員の方に共鳴できたことが非

常によかった。また、透析患者は莫大な医療費がかかるが、国や県、

市のサポートのおかげであると感じている。 

★ 委員：ゆめクラブに関わっているが、ゆめクラブ運営からの引退後は福祉

のお手伝いをしたいと思っていた。策定委員会はありがたい機会で、

勉強になった。 

★ 委員：人的動員も含め、充実した体制で計画書が作られたと感じる。今後、

移動が困難な高齢者や障がい者はさらなる増加が見込まれる。有償

運送業者の負担が増大する中で、策定委員会への参加は自身を奮い

立たせる契機となった。 

★ 委員：福祉は困ったときにありがたいものであるが、困っていない時には

通り過ぎてしまう。高齢者と子どもの交流は大事であると感じる。

委員会の中で、横のつながりができたと感じる。「おせっかいな人」
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がたくさんいることが、住みやすいまちにつながるのではないか。 

★ 委員：社会福祉法人には地域における公益的な取組みを実施する責務があ

るが、当法人においても、横のつながりを活かし、今一度できるこ

とを考えたい。 

★ 委員：家庭環境の複雑化等、児童を取り巻く環境が悪化している。子を育

てることは本当に大変であり、社会福祉法人としてできることを少

しずつやっていきたい。また、福祉避難所については、要支援者の

把握等どう準備したらよいかわからないため、情報提供をしてほし

い。その他、自殺対策におけるＳＯＳの出し方教育については、Ｓ

ＯＳを出した後の対応を間違えてはいけない。児童相談所と市との

連携が必要であるが、うまくいっていない。 

★ 委員：自分の地区での各種団体交流会の際、市長からリーディングプラン

の紹介があった。その時に資料があればわかりやすかった。計画が

スムーズに実施できるよう期待している。 

★ 委員：概要版が完成次第、民生委員児童委員へも周知したい。その上で、

民生委員として何ができるかを考えたい。また、今年は一斉改選の

年であり、自治会等のご協力を願いたい。民生委員活動は、長年や

って初めて体得できる面もあるため、ぜひ若い人に民生委員になっ

てほしい。 

★ 委員：策定委員会への参加はとても勉強になった。社会のあり方が変容し、

誰かに支えられることを嫌がる人もいる中で、「支える人」「支えら

れる人」と役割が固定化されない社会にしたい。地区社協において

も、皆が手を差し伸べ合う風土を残し、リーディングプランの精神

を踏まえて活動していきたい。 

★ 委員：自分自身も地域福祉について改めて意識しなければいけないことが

あると感じた。 

 

 

事務局から終了の案内があり、第３回平塚市地域福祉計画策定委員会委員会、

第３回平塚市地域福祉活動計画策定委員会を終了した。 

 

 

以 上   

 


